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l の式を xy )(tan とする。 
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l と円 1)1( 22  yx の原点以外の交点を 2P とすると、右図より 
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tant とすると、   より 
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増減は右の通りで、 )(tL は 2t のとき最大であるから、 

Lの最大値は 
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